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No.83 　大都市圏から地方へ人の流れを作り、将来の定住を目指しな

がら、地方の活性化への貢献を目指すプログラム「地域おこし
協力隊」。市で活動する６人の隊員たちの活動を紹介します。
【問】市観光課（☎77・8563）

ひとを結ぶ。
まちを結ぶ。
地域おこし協力隊

幻想的な夜の川下り

新しい夜のプログラムを
お楽しみください

　幼少のころ、父母に連れられ商店街で行われる
夜市に行くことがとても楽しみでした。掘割の水
面にゆらめく提

ちょうちん

灯の橙
だいだい

とアヒルのガーガーレース
が今も記憶に残っています。
　9 月に新しいイベント「やながわ水辺の夜市」が
始まる予定です。幻想的な光の川下りに風変わり
なサーカス、夜の映画館、個性あふれる出店の数々。
掘割と水辺空間を最大限に生かした柳川でしかで
きない特別な体験を楽しむことができます。
　場所も内容もすっかり変わりましたが、ぜひ家
族でお越しください。きっと、子どもにとっては
10 年、20 年経っても忘れられない体験になるはず
です。水辺の夜市を楽しんだ子どもが大人になっ
たとき「そういえば小さいころに・・・」と柳川
を思い出すきっかけになってくれればと思います。
　また、7 月から始まった灯り舟は、9 月 30 日ま
で運行。残暑厳しい９月は、日が落ちて涼しくな
ってから柳川の夜を楽しむイベントにぜひ参加し
てください。

　地域おこし協力隊に着任してから１年半、早く
も折り返し地点です。前回のコラムで、今年度は
大河ドラマ招致活動に加え、柳川の歴史や文化な
どを活かした商品 ( モノ ) や企画 ( コト ) の提案と、
実現に向けての活動をしていきたいとお伝えしま
した。
　柳川の観光商品として、柳川の歴史や文化に合っ
たもの、そしてこれまであまり見かけなかった分
野の商品開発をしたいと思い、そのようなものが
ないか考えをめぐらせました。そこで思いついた
のが、文房具です。柳川に息づく歴史や文化、そ
して多くの文人を輩出した風土などを感じさせる
ものとして、文房具が頭に浮かびました。
　現在、商品化に向けて準備中です。柳川らしい
歴史や文化が感じられる観光商品としての企画で
すが、文房具であれば実用的で市民の皆さんにも
使ってもらえるのではと思っています。柳川の魅
力に思いをはせながら、市内外の人に愛用しても
らえる商品になることを願っています。

新しい文房具を開発中

地域資源を基にした
新しい文房具を開発中
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【プロフィル】市観光課に所属。観光プラ
ットフォーム構築を担当

楠田 千佳（45歳）

【プロフィル】市観光課に所属。柳川プロモ
ーションを担当


